
 

ＵＣ分科会事務局 

けいはんなオープンラボ研究推進協議会 

第１回ユニバーサルコミュニケーション（ＵＣ）分科会 議事録 
 

 

日時 平成18年 9月 19日（火）13:30～15:30 

 

場所 ＮＩＣＴ知識創成コミュニケーション研究センター大画面室 

 

出席者38名（順不同・敬称略） 

【ＵＣ分科会】西田、萩田、池野、江本、土井、山田、鈴木、丹、田中、松尾、岡田、石田、松岡、

山内、小澤、大塚、小暮、寺崎、片山、畑山、浦、勝川、星、刑部、福留、赤峯、潮田、坂下、大野 

【事務局関係者等】安田、奥田、小西、三好、出口、猪木、白土、山﨑、荒川 

 

 

（１）西田リーダー 分科会リーダーご挨拶   資料UC-1-1,2 

この分科会はNICTオープンラボを共通基盤とするコミュニティであるとして位置づけられる．コミュ

ニティの強みは、イノベーティブな事をするときに有益なヒントを出してくれる人がそのなかにいる

ことが多いという弱い絆の強さが働くことである。現在，世界トップレベルのイノベーション拠点（30
拠点）が取りざたされている．これは，日本の中に世界に誇れる拠点を全分野で30程度作ろうという

ものである．この中に、情報系も踏み込んでいく必要がある。そのような観点に立てば、けいはんな

オープンラボは有力な母体になるだろう。これからの３年間の分科会活動を価値のあるものにするた

めにも，ネットワークコミュニティ、バーチャルコミュニティの機能を強化していきたい。 

 

（２）萩田総括 ユニバーサル＆ロボットシティ専門委員会総括ご挨拶 

専門委員会としては、分科会を通じて外部資金獲得に向けたプロジェクト提案が重要と考える。 

ＡＴＲとＮＩＣＴで今年度から、３年間の振興調整費で「室内外のヒト計測」についての研究をする。 

ユニバーサルコミュニケーションに関して、将来的に環境情報を構造化するということで、プリミテ

ィブな情報をどのように標準化していくかということを我々で全部はできないので、皆様方に使って

もらおうと考えている。早ければ来年度からカメラやセンサの情報を使って意味づけができる仕組み

を作ろうと思う。その情報を使って、ファンドをとり、しかるべき成果が出る礎を作っていきたい。

ファンドをとるのも競争が激化しているため、サークルを作って地域に根差した強みを作っていく。 

九州は相当なコネクションを作ってやっている。けいはんなも負けじとそういう体制ができつつある

ので今後お金をとるところを含めて相談していければと思う。 

 

（３）事務局報告   参考資料UC-1-1～6，資料UC-1-3 

当協議会パンフレットがまもなく改訂されるので、一般の方に配布し、参加を呼びかける。 

設置要綱について、サブリーダー、副主査等をおくことができるので柔軟に対応する。 

けいはんな情報通信オープンラボシンポジウム2006について、ここに活動概要をおき、当日は会場に

各ＷＧ活動内容のパネルを出す案がある。事務局会議で検討後、お願いをする。 

 

（４）各ＷＧからの報告 

（4-1）池野主査 言語コミュニケーションＷＧ報告   資料UC-1-4 

方向性としては翻訳を中心にするか、それ以外の自然言語処理技術を中心にするかを検討する。今の

ところは後者のものをメインにと考えている。 

 

質疑応答 
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（西田リーダー）他のＷＧへのメッセージはあるか。こういう事を期待したいなど。 

 

言語コミュニケーションを総合的に考えていくものなので、あらゆるシステムのインターフェースの

ところにこのＷＧの技術を使えると思う。今まで他のＷＧとは別々の活動が多かったので連携をとっ

てやっていきたい。 

 

（4-2）江本主査 知識処理システム準備ＷＧ報告   資料UC-1-5 

今年、発足したＷＧでこれから皆様とどのようにしていくかを検討して成果を出していきたい。 

今年の目標は共同研究、仲間探しというところから始めていく。 

 

質疑応答 

（西田リーダー）知識処理はやり方が難しい時代にきている。次のステップはどういうものかと考え

ると、結局はユーザに依存して、どういうところに知識処理技術を適応するかというところでかなり

差がつくのではないかと思う。このプロジェクトもユーザ次第かと思うが、どういうユーザを期待し

ているか、あるいは可能性や見通しについて。 

 

特にこのようなソフトウェアのところはユーザがいないと誰のために何のために作ったのかというの

が全然分からない。多分ここにいる方がユーザになるのではないかと思う。ユーザ指向型のシステム

をどのように作っていけばいいのか、そのへんも含めて共に検討していければと思う。 

 

｛ユニバーサル＆ロボットシティ専門委員会｝ 

（4-3）土井主査 オープンプラットフォームＷＧ報告   資料UC-1-6 

平成17年 11月 24日、公開実証実験を行い、センサと連携できれば、ロボットが自律的に案内可能だ

と確認できた。それに合わせて公開記念シンポジウムを開催した。 

情報通信について、ＱｏＳでセッションをどのようにはるかが主であったが、一体何が問題かわから

なかった。ロボットという見えるものを使い、プラットフォームとして何が必要かを議論したい。 

オープンプラットフォームでやっているいくつかのＷＧと連携できればと考える。 

平成18年度の計画として、連携施策群次世代ロボットの「室内外の人計測」と連携する。 

連携大学院大学と人材育成ということで連携する。 

知識処理ＷＧでデータマイニングの話が出たので連携してやりたい。 

ホームネットワークＷＧの話も組み入れ活動したい。 

Ｕ－ＰＨＯＴＯというカメラである標識を付けておいて撮ることでアドホックにネットワークをセッ

ションできるようになっている。このような他の施策と連携して実証実験を積み重ねていきたい。 

 

質疑応答 

（西田リーダー）国内外の同様のグループへの強みは何か。 

 

慶応大学のクロスＭＬと連携し、ほしい情報だけやりとりしてレガシーの標準などを考えながら繋げ

ていきたい。国のプロジェクトは実は連携していないことが多いが我々は本当にやっている。またネ

ットワークロボットという一番小さいところから始めているのもおもしろい。それがうまくいけば、

メカのロボットという先行性に加えネットワーク的に繋がることも維持できるのではないか。 

 

（西田リーダー）他のＷＧへのメッセージはあるか。 

 

一つ重要なのはデータマイニングだと思う。センサは現場で設置してどのように使えるかやってみて

初めてわかるが、自分たちでやるとそこで終わる。そういう場所でデータマイニングしたらどのよう

にうまく使っていけるかをしっかり踏まえて展開していけると大きい。オントロジーとまではいかな

いが、ノンバーバルなところにも、データマイニングして基盤ができればいいと思う。 

 

（4-4）山田主査 生活支援型コミュニケーションＷＧ報告   資料UC-1-7 
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定期的にミーティングを行いコミュニケーションロボットとはどういう領域で使っていけば生きるの

かを、人の生活というところで分析を行ってきた。その中で基本的には健康維持をターゲットと決め

て今後具体的な活動に入ろうと検討している。 

まずは状況のセンシング、対話のコーパスを構築するところからスタートしたいと考えている。 

 

質疑応答 

（西田リーダー）これは何年か先行して活動しているのか。 

 

今まではどういう方向でやるかを検討してきた。やっと方向が定まったので具体的な開発はこれから

進めていく。 

 

（西田リーダー）生活や健康についてじっくりと計測をしてそこから役立つものを作ろうというのは

正当だと思う。何か具体的に期待できるというものがあれば。 

 

リハビリテーションで、このように運動しましょうとか、歩くスピードを制御しましょうというよう

な事を一つ考えている。今は医者やトレーナーが必ず付いて動いているところを少し媒介して、当然

それをウォッチする方は必要だが、必ず一人に一人が付いていなくても大丈夫なものが実現できる。 

もしくはもう少し簡単な、家の中のセンサと組み合わせて、少し調子が悪そうだというのをユーザに

アラームをあげる仕組み。その中でも対話が大切で、数値だけ見せてもユーザは理解できない。それ

をいかに噛み砕いて提示するかをトライアルしながら評価していくことを繰り返していければと考え

ている。 

 

（4-5）鈴木副主査 技能伝達型ロボットＷＧ報告   資料UC-1-8 

実績紹介として、資料以外にシナリオ構築は主にメーリングリストで活動してきた。 

また、今年8月、ゆめはんなで公開実証実験を行った。 

 

質疑応答 

（西田リーダー）技能伝達は、いろんな出口が考えられる．この研究では，技能を誰から誰に伝達す

ることを想定しているのか。教育用のために使うという出口なのか、それとも手術ロボットを作ると

いった，より直接的な出口なのか。 

 

黒田主査が技能の教科書化と言われてきたのは、医者の卵が鳥とかで手術の練習をして、医師免許を

もらったその日から人間を相手しないといけない。その辺の落差をなくすため、ロボットのシュミレ

ータを通じて操作していく。手術の技能を高めるため今までの手術例を教科書としてシュミレーショ

ンし、本当の医療行為の際にはシュミレータの先にロボットがつながっている。操作者のユーザイン

ターフェースは同じ。そういう医工連携になるというのが一つの出口である。 

 

（西田リーダー）技能伝達ロボットの相手は、患者ではなくて、新たに医者になった方なのか。 

 

医者の支援ロボットという感じのものです。 

 

（丹主査）要望にあった超高精細３Ｄ画像伝送装置について、具体的な技術は既にあるのか。 

 

表示デバイス的にはステレオ立体視というのはこういった４ｋのプロジェクタを二台並べてやればで

きる。昨年度、ロボットの頭の所に一台は４ｋのカメラをつけられるようになった。それを二台にし

てロボットの手の届く範囲での立体感とか超高精細が、どのようにユーザインターフェースとして有

効なのかを今後やっていきたいと思っている。 

 

（4-6）丹主査 ホームネットワークＷＧ報告   資料UC-1-9 

今回新しく設立されたＷＧで、他のＷＧはファンシーであるが、ここでは具体的にユビキタスが世に
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出るように受け皿的な役割をする。 

総務省で進めているホームネットワークの新フォーラムを考えている。実証実験課題、次の世代の話、

制度的なものを含めた形でいろいろ議論できる場にし、そこから挙がってきたネタを、いくつか取り

上げてファンドをとり、オープンラボを使って一緒に実験をする。それが出来上がったら、ＩＴＵ標

準にということで、ＩＴＵ委員会に挙げていく。 

さしあたり今年10月にＳＧ９会合で、Ｊ．１９０改定提案を出す。 

 

質疑応答 

（西田リーダー）標準化する時は、私もお手伝いしたことがあるが、非常に大変だった。そのために

このＷＧとしてどんな強みを持っているか、どういうところをしていきたいのか。 

 

このＷＧには過去に標準化などをやっていたメンバーがいる。このメンバーが揃っているという時点

でオールジャパン的なものになっているので、ライバルは諸外国になる。日本はＩＴＵのホームネッ

トワーク関連では、過去の経緯的ではいいポジションを占めていたので、最近ＩＰＴＶでまずい状況

が起きているが、二の舞を踏まないよう、強いところは守りたい。 

 

（西田リーダー）年何回か国際的なミーティングがあるはずだが、誰かが参加するのか。 

 

ＮＩＣＴがＩＴＵのセクターメンバーになっているので、ＩＴＵ会合はＮＩＣＴの方が行って、そこ

に持っていく日本提案はこのＷＧで実証してデータもつけた議論を持って行くというように考える。 

 

（西田リーダー）分科会としてお手伝いできるとしたらどんな事か。 

 

ＷＧとしてやることは明確に見えているので、これから相談しながらまわりとの連携の仕方を教えて

いただければと思う。 

 

（５）その他 

特になし。 

 4



<<
  /ASCII85EncodePages false
  /AllowTransparency false
  /AutoPositionEPSFiles true
  /AutoRotatePages /None
  /Binding /Left
  /CalGrayProfile (Dot Gain 20%)
  /CalRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CalCMYKProfile (U.S. Web Coated \050SWOP\051 v2)
  /sRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CannotEmbedFontPolicy /Error
  /CompatibilityLevel 1.4
  /CompressObjects /Tags
  /CompressPages true
  /ConvertImagesToIndexed true
  /PassThroughJPEGImages true
  /CreateJDFFile false
  /CreateJobTicket false
  /DefaultRenderingIntent /Default
  /DetectBlends true
  /ColorConversionStrategy /LeaveColorUnchanged
  /DoThumbnails false
  /EmbedAllFonts true
  /EmbedJobOptions true
  /DSCReportingLevel 0
  /SyntheticBoldness 1.00
  /EmitDSCWarnings false
  /EndPage -1
  /ImageMemory 1048576
  /LockDistillerParams false
  /MaxSubsetPct 100
  /Optimize true
  /OPM 1
  /ParseDSCComments true
  /ParseDSCCommentsForDocInfo true
  /PreserveCopyPage true
  /PreserveEPSInfo true
  /PreserveHalftoneInfo false
  /PreserveOPIComments false
  /PreserveOverprintSettings true
  /StartPage 1
  /SubsetFonts true
  /TransferFunctionInfo /Apply
  /UCRandBGInfo /Preserve
  /UsePrologue false
  /ColorSettingsFile ()
  /AlwaysEmbed [ true
  ]
  /NeverEmbed [ true
  ]
  /AntiAliasColorImages false
  /DownsampleColorImages true
  /ColorImageDownsampleType /Bicubic
  /ColorImageResolution 300
  /ColorImageDepth -1
  /ColorImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeColorImages true
  /ColorImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterColorImages true
  /ColorImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /ColorACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /ColorImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000ColorACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000ColorImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasGrayImages false
  /DownsampleGrayImages true
  /GrayImageDownsampleType /Bicubic
  /GrayImageResolution 300
  /GrayImageDepth -1
  /GrayImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeGrayImages true
  /GrayImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterGrayImages true
  /GrayImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /GrayACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /GrayImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000GrayACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000GrayImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasMonoImages false
  /DownsampleMonoImages true
  /MonoImageDownsampleType /Bicubic
  /MonoImageResolution 1200
  /MonoImageDepth -1
  /MonoImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeMonoImages true
  /MonoImageFilter /CCITTFaxEncode
  /MonoImageDict <<
    /K -1
  >>
  /AllowPSXObjects false
  /PDFX1aCheck false
  /PDFX3Check false
  /PDFXCompliantPDFOnly false
  /PDFXNoTrimBoxError true
  /PDFXTrimBoxToMediaBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXSetBleedBoxToMediaBox true
  /PDFXBleedBoxToTrimBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXOutputIntentProfile ()
  /PDFXOutputCondition ()
  /PDFXRegistryName (http://www.color.org)
  /PDFXTrapped /Unknown

  /Description <<
    /ENU (Use these settings to create PDF documents with higher image resolution for high quality pre-press printing. The PDF documents can be opened with Acrobat and Reader 5.0 and later. These settings require font embedding.)
    /FRA <>
    /DEU <>
    /PTB <>
    /DAN <>
    /NLD <>
    /ESP <>
    /SUO <>
    /ITA <>
    /NOR <>
    /SVE <>
    /KOR <>
    /CHS <FEFF4f7f75288fd94e9b8bbe7f6e521b5efa76840020005000440046002065876863ff0c5c065305542b66f49ad8768456fe50cf52068fa87387ff0c4ee575284e8e9ad88d2891cf76845370524d6253537030028be5002000500044004600206587686353ef4ee54f7f752800200020004100630072006f00620061007400204e0e002000520065006100640065007200200035002e00300020548c66f49ad87248672c62535f0030028fd94e9b8bbe7f6e89816c425d4c51655b574f533002>
    /CHT <FEFF4f7f752890194e9b8a2d5b9a5efa7acb76840020005000440046002065874ef65305542b8f039ad876845f7150cf89e367905ea6ff0c9069752865bc9ad854c18cea76845370524d521753703002005000440046002065874ef653ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000520065006100640065007200200035002e0030002053ca66f465b07248672c4f86958b555f300290194e9b8a2d5b9a89816c425d4c51655b57578b3002>
    /JPN <FEFF3053306e8a2d5b9a306f30019ad889e350cf5ea6753b50cf3092542b308030d730ea30d730ec30b9537052377528306e00200050004400460020658766f830924f5c62103059308b3068304d306b4f7f75283057307e305930023053306e8a2d5b9a30674f5c62103057305f00200050004400460020658766f8306f0020004100630072006f0062006100740020304a30883073002000520065006100640065007200200035002e003000204ee5964d30678868793a3067304d307e305930023053306e8a2d5b9a306b306f30d530a930f330c8306e57cb30818fbc307f304c5fc59808306730593002>
  >>
>> setdistillerparams
<<
  /HWResolution [2400 2400]
  /PageSize [612.000 792.000]
>> setpagedevice


